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農
業
の
生
産
性
を
図
る
た
め
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

江
南
町
と
の

合
併
協
議
に
つ
い
て

答
同
様
に
延
長
を
要
望
す
る

声
が
利
用
者
か
ら
寄
せ
ら

れ
、
本
年
四
月
か
ら
市
民
ホ
ー
ル

や
地
域
公
民
館
等
の
予
約
に
つ
い

て
、
現
行
の
一
カ
月
先
を
三
カ
月

先
に
、
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
三
カ
月
先
を
六
カ
月
先

ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
延
長
し
た
。

今
回
の
見
直
し
の
結
果
、
ほ
ぼ
全

て
の
貸
館
施
設
で
、
貸
出
申
請
期

間
の
改
善
が
図
ら
れ
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。（
行
政
改
革
推
進
室
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
市
庁
舎
の
ト
イ
レ
改
修
に
つ
い

て
」
ほ
か

森
　
　
恒
　
男
　
議
員

問
旧
妻
沼
町
で
実
施
し
て
い

た
農
業
用
排
水
路
の
堀
さ

ら
い
援
助
金
や
重
機
借
上
金
の
補

助
を
継
続
で
き
な
い
か
。

答
旧
市
町
で
取
扱
い
が
異
な

っ
て
い
た
用
排
水
路
等
の

堀
さ
ら
い
及
び
除
草
等
の
通
常
の

維
持
管
理
は
、
合
併
に
伴
い
旧
熊

谷
市
で
実
施
さ
れ
て
い
た
ご
み
ゼ

ロ
運
動
等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
実
施
い
た
だ
き
、
援
助
金

等
は
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま

た
、
建
設
機
械
に
よ
る
施
工
が
必

要
な
規
模
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

に
つ
い
て
は
、

こ
う
し
た
作
業
に
危
険
が
伴
う
こ

と
な
ど
か
ら
、
財
政
状
況
や
土
砂

の
堆
積
状
況
を
見
な
が
ら
、
施
設

管
理
者
が
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。（
維
持
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
貧
困
と
社
会
的
・
経
済
的
格
差

の
拡
が
り
に
つ
い
て
、
見
解
を
問

う
」
ほ
か

松
　
本
　
　
亘
　
議
員

問
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

あ
る
「
四
年
間
で
二
十
億

円
の
人
件
費
削
減
」
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
事
務
事
業
の
統
合
や
、
組

織
の
合
理
化
を
は
じ
め
、

指
定
管
理
者
制
度
な
ど
民
間
活
力

の
導
入
に
着
目
し
た
定
員
適
正
化

計
画
を
早
期
に
策
定
し
、
職
員
総

数
の
抑
制
を
計
画
的
に
実
施
し
て

い
き
た
い
。
こ
の
計
画
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
期
間
に
お

け
る
職
員
数
の
削
減
を
上
回
る
数

値
目
標
を
設
定
し
、
ま
た
、
本
年

四
月
か
ら
一
部
実
施
と
な
る
退
職

時
の
特
別
昇
給
制
度
の
見
直
し
や

特
殊
勤
務
手
当
を
中
心
と
す
る
、

諸
手
当
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

も
、
総
合
的
に
点
検
・
見
直
し
を

図
り
、
身
を
削
る
思
い
で
行
財
政

改
革
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。(

職

員
課
）

杉
　
山
　
文
　
雄
　
議
員

問
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
自

動
車
燃
料
購
入
費
助
成
制

度
は
、
旧
市
町
の
良
い
部
分
を
残

し
、
さ
ら
に
拡
充
す
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答
旧
市
町
で
差
異
が
あ
っ
た

本
制
度
は
、
再
編
の
結
果
、

旧
大
里
町
の
助
成
内
容
と
比
較
し

て
助
成
上
限
が
一
カ
月
当
た
り
二

十
リ
ッ
ト
ル
の
削
減
と
な
る
が
、

対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
受
給
者

数
は
大
幅
に
増
加
見
込
み
と
な

る
。
ま
た
、
自
動
車
を
利
用
し
な

い
方
に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料

金
助
成
制
度
と
の
選
択
制
を
導
入

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
障
害
福

祉
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
家
庭
の
廃
食
油
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
」
ほ
か

林
　
　
真
佐
子
　
議
員

問
「
三
位
一
体
の
改
革
」
が

本
市
の
新
年
度
予
算
へ
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減

に
伴
う
額
は
、
約
五
億
四

千
万
円
、
そ
の
見
返
り
に
税
源
移

譲
さ
れ
る
所
得
譲
与
税
は
約
六
億

七
千
万
円
を
見
込
み
、
こ
の
関
連

で
は
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。
地
方
交
付
税

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
所
得
譲

与
税
の
基
準
財
政
収
入
額
へ
の
算

入
が
減
少
要
因
と
な
る
一
方
で
、

国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
に
よ
る

財
政
負
担
増
が
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入
さ
れ
増
加
要
因
と
な
る
が
、

交
付
税
は
市
税
収
入
等
に
よ
り
変

動
す
る
た
め
、
影
響
額
の
厳
密
な

算
定
は
困
難
で
あ
る
。（
財
政
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
国
民
健
康
保

険
制
度
へ
の
改
善
に
つ
い
て
」
ほ
か

並
　
木
　
正
　
一
　
議
員

問
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
別

府
荘
の
具
体
的
な
設
備
改

修
内
容
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
浴
室
入
口
の
段
差
は
、
本

年
二
月
の
補
修
の
際
に
解

消
し
た
。
脱
衣
場
ト
イ
レ
の
洋
式

化
、
浴
室
の
給
湯
管
改
修
、
脱
衣

室
の
全
面
塗
装
等
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
な
補
修
・
交
換
に
努
め

る
。
ま
た
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
の
更

新
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
要
望

等
を
踏
ま
え
健
康
増
進
に
つ
な
が

る
よ
う
な
器
具
を
購
入
し
て
い

く
。
な
お
、
機
能
訓
練
室
「
シ
ニ

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料

購
入
費
助
成
の
引
上
げ
に
つ
い
て

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

学
校
教
育
行
政
に
つ
い
て

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
別
府
荘

施
設
設
備
改
修
に
つ
い
て

緑
に
囲
ま
れ
た

街
づ
く
り
に
つ
い
て

ア
プ
ラ
ザ
」
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
市
民
の
方
に
活
用
さ
れ
る
よ
う

市
報
等
で
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

健
康
教
室
等
、
介
護
予
防
対
策
事

業
の
開
催
場
所
と
し
て
利
用
し
て

い
き
た
い
。（
長
寿
い
き
が
い
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
踏
切
改
善
対
策
に
つ
い
て
」
ほ
か

松
　
浦
　
紀
　
一
　
議
員

問
①
本
市
の
物
流
拠
点
と
し

て
の
認
識
は
②
保
税
蔵
地

場
を
創
設
す
る
考
え
は
③
市
内
経

済
活
性
化
を
踏
ま
え
た
土
地
利
用

計
画
の
見
直
し
は
④
産
・
学
・
官

の
連
携
の
現
状
は
⑤
ケ
ア
と
い
う

概
念
に
基
づ
く
新
た
な
関
連
産
業

の
連
携
・
集
積
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
伺
い
た
い
。

答
①
本
市
の
地
理
的
優
位
性

は
薄
れ
つ
つ
あ
り
、
環
境

の
変
化
に
対
応
し
た
卸
売
機
能
の

充
実
、
新
た
な
需
要
の
開
拓
等
が

課
題
で
あ
る
。
②
民
間
需
要
、
国

の
政
策
等
の
動
向
を
見
な
が
ら
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
③
新
市
建

設
計
画
等
、
総
合
的
な
見
地
に
立

っ
て
検
討
す
る
。
④
市
と
立
正
大

学
大
学
院
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
、
熊
谷
商
工
会
議
所
、
商

店
が
協
力
し
、
顧
客
情
報
や
商
圏

情
報
の
実
証
実
験
等
を
行
っ
て
い

る
。
⑤
立
正
大
学
に
設
置
予
定
の

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
深

め
て
い
き
た
い
。（
産
業
振
興
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
契
約
に
つ
い
て
」

新
　
井
　
昭
　
安
　
議
員

問
行
政
の
範
囲
は
河
川
の
流

域
圏
と
一
致
さ
せ
る
の
が

自
然
の
姿
で
あ
り
、
今
回
の
江
南

町
か
ら
の
合
併
協
議
の
申
し
入
れ

は
歓
迎
し
た
い
が
、
市
長
の
考
え

方
を
改
め
て
伺
い
た
い
。

答
国
で
は
、
引
き
続
き
自
主

的
な
市
町
村
合
併
を
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
合

併
新
法
が
施
行
さ
れ
た
。
県
で
は
、

こ
の
法
律
に
基
づ
く
合
併
推
進
構

想
の
素
案
の
中
で
同
町
と
の
合
併

は
優
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
適

当
と
示
し
て
い
る
。
同
町
は
比
較

的
堅
実
な
行
財
政
運
営
を
行
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
り
、
地
理
的
、
歴

史
的
に
関
係
の
深
い
荒
川
右
岸
が

一
つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
は
、
新
生

二
十
万
都
市
「
熊
谷
」
の
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
も
の

と
確
信
し
て
い
る
。（
企
画
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
農
地
整
備
に
つ
い
て
」

田
　
島
　
道
　
夫
　
議
員

問
①
自
治
会
へ
の
依
頼
事
項

の
件
数
は
②
窓
口
の
一
本

化
に
よ
り
総
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
か
③
支
所
、
出
張
所
に

幾
つ
か
の
行
政
機
能
を
持
た
せ
、

地
域
活
動
の
支
援
機
能
を
充
実
さ

せ
る
考
え
が
あ
る
か
、
伺
い
た
い
。

答
①
市
報
配
布
等
、
約
二
十

課
で
約
三
十
事
業
で
あ

る
。
②
窓
口
の
一
本
化
や
全
体
を

把
握
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
検
討

し
て
い
く
。
③
地
域
住
民
と
行
政

の
双
方
に
と
り
、
支
所
に
こ
う
し

た
支
援
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
は

理
想
的
な
姿
で
あ
る
。
出
張
所
の

機
能
充
実
に
つ
い
て
、
統
合
も
含

め
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。（
市
民
活
動
推
進
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
生
ゴ
ミ
の
非
焼
却
処
理
化
に
つ
い
て
」

谷
　
　
幸
　
代
　
議
員

問
ま
ち
な
か
を
歩
く
と
、
た

ば
こ
の
吸
殻
や
ガ
ム
の
か

み
捨
て
等
が
目
に
つ
く
。
美
し
い

ま
ち
熊
谷
を
実
現
す
る
た
め
、
ポ

イ
捨
て
禁
止
条
例
の
制
定
が
で
き

な
い
か
伺
い
た
い
。

答
受
動
喫
煙
や
た
ば
こ
の
火

に
よ
る
や
け
ど
な
ど
の
被

害
を
防
止
し
、
吸
殻
ご
み
の
な
い
、

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
及
び

地
域
を
絞
り
路
上
喫
煙
を
禁
止
す

る
内
容
の
条
例
の
制
定
に
向
け
、

現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。
今
後

の
予
定
と
し
て
は
、
本
年
六
月
議

会
に
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。（
廃
棄
物
対
策
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
」
ほ
か

石
　
橋
　
咲
　
子
　
議
員

問
籠
原
小
学
校
の
通
学
路
に

お
け
る
自
動
車
の
進
入
規

制
時
間
に
つ
い
て
、
通
学
時
間
の

現
状
に
合
わ
せ
て
開
始
時
間
を
少

し
早
め
、
終
了
時
間
も
短
縮
で
き

な
い
か
伺
い
た
い
。

答
交
通
規
制
時
間
帯
の
変
更

に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生

徒
の
通
学
の
安
全
確
保
を
最
優
先

に
考
え
て
い
る
。
今
後
、
通
学
路

の
現
状
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
、
学
校
、
保
護
者
か

ら
意
見
等
を
い
た
だ
き
、
熊
谷
警

察
署
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。
な

お
、
交
通
規
制
の
時
間
帯
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
周
知
の
た
め
、
三

十
分
単
位
で
規
制
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。（
安
心
安
全
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
だ
れ
に
で
も
や
さ
し
い
道
路
行

政
に
つ
い
て
」
ほ
か

安
　
倍
　
正
　
剛
　
議
員

問
①
一
年
前
に
緑
化
推
進
の

条
例
策
定
に
つ
い
て
質
問

し
た
が
、
そ
の
後
の
取
組
状
況
②

児
童
・
生
徒
の
植
樹
体
験
活
動
に

つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
①
熊
谷
市
緑
化
推
進
審
議

会
に
お
い
て
、
緑
化
推
進

条
例
や
緑
の
基
本
計
画
に
つ
い
て

審
議
い
た
だ
き
、
緑
化
施
策
を
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。
②
植

樹
の
体
験
は
、
命
を
大
切
に
し
、

他
人
を
思
い
や
る
心
な
ど
豊
か
な

人
間
性
を
育
み
、
大
き
な
意
義
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
、
地
域
の
環
境
団
体
の
イ
ベ
ン

ト
事
業
や
緑
化
活
動
等
、
植
樹
体

験
へ
の
参
加
を
促
し
て
い
き
た
い
。

（
公
園
緑
地
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
新
介
護
保
険
事
業
の
開
始
に
当

た
っ
て
」
ほ
か

江
　
森
　
茂
　
美
　
議
員

問
①
職
員
は
市
に
と
っ
て
貴

重
な
財
産
で
あ
り
、
意
欲

を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と

で
低
コ
ス
ト
高
満
足
行
政
の
実
現

が
図
ら
れ
る
。
そ
こ
で
①
合
併
時

に
お
け
る
旧
市
町
ご
と
の
管
理
職

の
割
合
②
今
後
の
管
理
職
の
登
用

の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
①
部
課
長
級
で
は
、
旧
熊

谷
市
八
・
五
八
％
、
旧
大

里
町
十
一
・
三
四
％
、
旧
妻
沼
町

十
二
・
一
四
％
、
副
課
長
級
で
は
、

順
に
六
・
〇
二
％
、
十
八
・
五
六
％
、

十
八
・
九
三
％
で
あ
る
。
②
年
功

的
要
素
か
ら
脱
却
し
、
能
力
・
実

績
主
義
の
徹
底
と
意
欲
的
な
職
員

を
管
理
職
に
登
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
職
員
の
人
事
制
度
に
対
す
る

信
頼
性
や
納
得
性
を
高
め
、
意
欲

的
に
仕
事
が
で
き
る
環
境
を
創
出

し
て
い
き
た
い
。（
職
員
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
新
幹
線
高
架
下
利
用
駐
車
場
に

つ
い
て
」
ほ
か
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市
内
経
済
の
活
性
化
策

そ
の
五

二
十
一
世
紀
の

都
市
経
営
に
つ
い
て

自
治
会
へ
の
依
頼
事
項
の
統
合
整
理
と

支
所
・
出
張
所
の
機
能
に
つ
い
て

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

行
財
政
運
営
に
つ
い
て


